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カードと回り道 

 

１辺の長さが１㎝と２㎝の正方形のカードがたくさんあります。これらをぴったりと組み合わせて図１，

図２のように直線Ｌ上に並べます。こうしてできた図形の，直線Ｌ上に接していない部分の周りの長さを「回

り道の長さ」と呼ぶことにします。回り道の長さは図１では矢印のように１０㎝，図２では１２㎝です。 

 

図１               図２ 

 

 

 

 

 

（１）１辺の長さが１㎝の正方形のカードを３枚と２㎝の正方形のカードを３枚組み合わせるときに考えら

れる回り道の長さをすべて答えなさい。 

 

（２）１辺の長さが１㎝の正方形のカードを１０枚と２㎝の正方形のカードを１０枚組み合わせるときに考

えられる回り道の長さのうち，最も短いものと長いものを答えなさい。 

 

（３）回り道の長さが１７㎝となるときに考えられるカードの枚数の組み合わせを， 

（１㎝の正方形，２㎝の正方形）＝（１，２），（３，４）のような仕方ですべて答えなさい。一方のカ

ードのみを用いてもよいものとします。 

 

（４）回り道の長さが１００㎝となるときに考えられるカードの枚数の組み合わせは全部で何通り考えられ

ますか。 

 

  

最難関問題 

Ｌ Ｌ 



https://jukensansuu.org 

 

カードと回り道 

（１）１３㎝，１５㎝，１７㎝ （２）３４㎝，５２㎝  

（３）（１，５），（１，６），（３，３），（３，４），（３，５），（５，３），（５，４），（７，２），（７，３）， 

（９，２），（１１，１），（１５，０） 

（４）４８１通り 

 

（１）図①や図②のように並べると，回り道の長さは１３㎝です。 

 

図①                   図② 

 

 

 

 

   図③や図④のように，２㎝の正方形のカードに１㎝の正方形のカードがはさまれた「谷間」が１つあ

ると，回り道の長さは２㎝増えて，１３＋２＝１５（㎝）です， 

 

   図③                   図④ 

 

 

 

 

   図⑤や図⑥のように，２㎝の正方形のカードに１㎝の正方形のカードがはさまれた「谷間」が２つあ

ると，回り道の長さは２×２＝４（㎝）増えて，１３＋４＝１７（㎝）です， 

 

   図⑤                   図⑥ 

 

 

 

 

   このように，回り道の長さはカードを並べる順番ではなくて，谷間の数によって変化します。 
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（２）図⑦のように谷間ができないように並べると，回り道の長さは，２×２＋（１＋２）×１０＝３４（㎝）

です。 

 

図⑦ 

 

 

 

   図⑧のように２種類のカードを交互に並べると，谷間が９つできるので，３４＋２×９＝５２（㎝）

です。 

 

図⑧ 

 

 

 

 

 

（３）まず，図⑨のように１㎝のカードを１５枚並べる（１５，０）の場合が考えられます。次に，２㎝の

カードを１枚付け加えると，図⑩のように回り道が４㎝長くなるので，１㎝のカードを４枚取り除いて，

（１１，１）になります。 

 

図⑨                 図⑩ 

 

 

 

   図⑩の状態の次は，２㎝のカードをもう１枚，図⑩の２㎝のカードにとなり合わせて並べる場合と，

離して並べることで谷間を作る場合が考えられます。となり合わせる場合は，図⑪のように回り道が２

㎝長くなるので，１㎝のカードを２枚取り除いて，（９，２）になります。また，離して並べる場合は，

図⑫のように回り道が４㎝長くなるので，１㎝のカードを４枚取り除いて，（７，２）になります。 

 

図⑪                   図⑫ 

 

 

 

  

最難関問題 
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このように，新たに並べる２㎝のカードを，すでにある２㎝のカードにとなり合わせると１㎝のカー

ドは２枚減り，離して谷間を作ると１㎝のカードは４枚減ります。よって，カードの枚数の組み合わせ

は次のようになります。 

  ○谷間なしの場合 

   （１５，０）から考えて，次は１㎝のカードを４枚減らして（１１，１），以降は１㎝のカードを２

枚ずつ減らして，（９，２），（７，３），（５，４），（３，５），（１，６）となるので，７通りです。 

  ○谷間１つの場合 

   （１１，１）から，１㎝のカードを４枚減らして（７，２），以降は１㎝のカードを２枚ずつ減らし

て，（５，３），（３，４），（１，５）となるので，４通りです。 

  ○谷間２つの場合 

   （１１，１）から，１㎝のカードを４×２＝８（枚）減らして（３，３），以降は１㎝のカードを２

枚ずつ減らしていくのですが，谷間を２つ作るには少なくとも１㎝のカードが２枚必要なので， 

（１，４）は条件を満たしません。よって，（３，３）の１通りです。 

 

   以上より，（１，５），（１，６），（３，３），（３，４），（３，５），（５，３），（５，４），（７，２），

（７，３），（９，２），（１１，１），（１５，０）の１２通りが答えとなります。 

 

（４）（３）と同様に，（９８，０）から考えます。 

○谷間なしの場合は，（９４，１）以降は１㎝のカードの枚数が２枚ずつ減っていきます。 

○谷間１つの場合は（９０，２）以降は１㎝のカードの枚数が２枚ずつ減っていき，１㎝のカードが１

枚以上ある限りにおいて回り道の長さが１００㎝になります。 

○谷間２つの場合は（８６，３）以降は１㎝のカードの枚数が２枚ずつ減っていき，１㎝のカードが２

枚以上ある限りにおいて回り道の長さが１００㎝になります。 

  よって，１㎝のカードの枚数に注目すると，次の表のようになります。 

 

枚数 98 94 92 90 88 86 84 82 … 10 ８ ６ ４ ２ ０ 

谷間なし ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ … ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

谷間１つ    ○ ○ ○ ○ ○ … ○ ○ ○ ○ ○  

谷間２つ      ○ ○ ○ … ○ ○ ○ ○ ○  

谷間３つ        ○ … ○ ○ ○ ○   

…         … … … … …   
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   １㎝のカードの枚数に対して，回り道の長さが１００㎝になるような２㎝のカードの枚数の組み合わ

せは，次のようになります。 

 

枚数 98 94 92 90 88 86 84 82 … 10 ８ ６ ４ ２ ０ 

組み合わせ １ １ １ ２ ２ ３ ３ ４ … 11 ９ ７ ５ ３ １ 

 

  １㎝のカードが１０枚の場合，谷間は０個～１０個まで可能なので，１１通りです。同様にして，８枚

なら９通り，６枚なら７通り，…，となります。１㎝のカードの枚数と組み合わせが逆転するところを

さがすと，９４－１＝９３，９３÷（４＋１）＝１８余り３より，１㎝のカードが 

９４－４×１８＝２２（枚）のときに組み合わせが１＋１×１８＝１９（通り）なので，次のようにな

ります。 

 

枚数 … 22 20 18 16 14 12 10 ８ ６ ４ ２ ０ 

組み合わせ … 19 19 19 17 15 13 11 ９ ７ ５ ３ １ 

 

   よって，９８枚のときに１通り， 

９４枚から２０枚にかけては（１＋１９）×１９÷２×２＝３８０（通り）， 

１８枚から０枚にかけては（１＋１９）×１０÷２＝１００（通り）となるので， 

１＋３８０＋１００＝４８１（通り）です。 

最難関問題 


